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＜連絡事項＞
・本日と明日、17：30～　第1回院内研修が開催されます。出席できる方は出席して下さ
　い。
・定期心電図検査を実施しています。（対象者：井上　和美様、内田　都影様、上村　みわ様、齊藤　光枝様、十日市　利喜様、中村　豊様、蕨　真理様）
＜患者様連絡事項＞
・巴　勇樹様～9：30青山荘宿泊体験より戻られています。忘薬はないが、今朝は4：30に起きて、歯磨きをしている事があったとの事。施設長より起床時間になってから行う様伝えられスケジュールは、本人も覚えてきたと話しています。
・織笠　健太郎様～スタッフ付き添いで十和田市内のＧＨわくわくの郷（包括型）、と生活介護事業所　わくわくの杜2か所を母様、計画相談晴山氏、西山NS同伴で見学されています。ＧＨの見学に関しては、好印象ありＧＨ側として現時点での受け入れに支障はないとの事。体験は本人の希望があれば応じるとの事だが、本人は体験せず利用する事に問題ないとの事。区分がはっきりしないと入所等も難しい為、区分がはっきりしたら伝えるとの事。その前に情報提供書をＦＡＸ頂きたいとの事で、母様も了承されています。

・中川原　義雄様～頭部ＣＴと胸部レントゲン実施しています。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～夜間は、汚染したリハパンを処理しに起きていますが再入眠出来ています。奇異行動、独語、迷惑行為見られていますが、話しかけの多さや滅裂な言動はありません。日中は、日課は問題なく行っていますが、奇異行動、独語聞かれています。12：40他室侵入者に叫ぶ事見られています。他者とのトラブルはみられていません。介入に対しての易怒性もありません。
・中村　豊様～12：40　403号室の小笠原文人様が「入るな！」と叫ぶ声が聞こえたので訪室すると本人様が部屋に入ってきたから叫んだとの事。本人様にどう

して入ったのか問うと「巴が退院するから話しようと思って…」と話されたとの事。他室に入らない様に説明するが、理解出来ていない様子。他室侵入しない様に都度声掛け要しています。他者との距離の近さや干渉見られており、都度介入要しています。
・佐々木　悦子様～午前中からスタッフを変えては「汚れているから交換するパンツちょうだい。」と何度も訴えて来られています。トイレに行き、リハパンを見るが、汚染なし。交換しなくても良い事を伝えるが、「やあ、だって兄貴が取り替えろ…ここから聴こえるの。」と言って右耳に手を当てています。いない人の声が聴こえるのは幻聴である事を説明すると「いやあ、だって兄貴が言ってる…」と幻聴様発言何度も言われています。
・角濱　義弘様～昨日診察で不安時のIFオーダーが出ており、本人より不安の訴えが多く聞かれています。薬の効果は人それぞれなのでどの位の効果があるのかはわかりませんが、作業中でも希望があれば対応できる事を伝えています。日中は、午前作業へ行かれていますが、戻って来てから不安な感じがある為、継続指示不安時ジアゼパム（5）1T服用されています。「自分に合ってるといいなあと思ってます。」といつもより表情良く話されています。
＜安ヶ平Drケース・診察情報＞

・上村　みわ様～一時的に「弟が面会に来ていたか」と話してくる事があったが、幻聴発言は聞かれません。又、ノートと財布を自己管理していたが、一昨年の12/29に4000円の入金があったと記載されています。不明金はなし。自己管理中止し、スタッフ管理としています。
・滝田　英人様～高笑いや独語があり、声のボリュームを抑える事ができず、介入にも易怒性あります。夜間も1：20覚醒しひとりでジョークを言い笑うことや、金銭に関する妄想が聞かれ、徐々に声高となり、トーンをさげるように伝えるが、一瞬静かになるが、続けて独語を言い始めています。3時過ぎに一度休まれるが、覚醒。独語活発で坂本(福)様から「まだ寝ている人がいるんだから静かにして」と苦情も聞かれています。スタッフの介入にも聞き入れず独語聞かれています。日中は、独語聞かれず落ち着いています。診察中は、終始独語が聞かれているが、易怒的となる事はありません。
・坂本　のり子様～夜間の睡眠はとれており、排泄状況も良好。気分は安定しており、歩行時の大腿部痛は続いているとの事。女子の洋式トイレを長時間使用している事が度々あり、他者から苦情も聞かれています。都度介入しています。

・沼端　恵子様～易怒性はなく夜間の睡眠はとれています。食欲も良好。9：40ＯＴに行く予定であり、呼名には返事をしていたが、いざ出発となると行かずにベンチに横臥していた様子で、後で気付いています。午後のＯＴに参加して頂く事としていましたが、診察を終えると「退院なの。」と易怒的となり拒否見られています。
・中川原　義雄様～夜間トイレに起きた際に、洋式便器の便座を上げずに立ったまま排尿。トイレの便座及び、トイレ個室内への放尿見られています。本人は汚していないと話しています。腰の痛みを訴え、スミルスチック1本処方。

・佐々木　悦子様～著変なし。処方継続。

＜馬渡Drケース・診察情報＞

・佐々木　淳様～午前中、風邪症状を訴えていたが、診察時は、その様な症状もなく本人様からの訴えもない。戸賀沢様が何度も同室者のコーヒーを盗っていたと報告されている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・原　吉郎様～額部から流血した状態で診察室に入って来られる。身辺整理をしていて床
頭台に打撲したとの事。間もなく止血される。交信は少ないか、ないと言
う。特に不調を訴える事なし。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～ここ1Ｗ、何も悪い事はしていないと話されている。色々指摘されるとルール違反をした事を認めている。他患者様も外泊している人がいるので外泊したいと希望されているが、まずはルールを守る様に説明受けている。幻覚妄想などの精神病症状の再燃はみられない。処方は継続。

・森　ヒデ様～白内障の点眼薬を処方希望されるが、元々日赤の眼科に定期受診されていたとの事で、ご家族様と相談して受診日を決めていく事となる。日赤処方の糖尿病薬は6/16朝で切れるので、ご家族様が当院での処方を希望されている事もあり、当院処方で7/17（水）から定期薬に入れる事となる。6/16夕の分だけ不足となるので夕1回分のみ臨時処方となる。朝のみパンの希望に関しては、糖尿病と言う事もあり、米飯での対応が望ましと説明受け、了解されている。低血糖症状訴え時は、これまでと同様に都度当直医の指示を受けて血糖測定する様にとの事です。主治医の問い掛けに、きちんと答えているが「忘れっぽいので覚えていないかも知れません。」と話されている。
＜皮膚科診察＞

・小笠原　文人様～両趾間に落屑、右第4趾間に表皮剥離あり、病名：白癬（両足）
　　　　　　　　　テルビナフィンクリーム塗布の指示あり。テルビナフィンクリーム
　　　　　　　　　1本処方。
・坂本　福子様～膿疱殆ど治癒。
・鈴木　知子様～テルビナフィンクリーム　1本処方。
・佐々木　淳様～①両下枝に薄い紅斑、小丘疹、掻痕…病名：両下肢湿疹　デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あり。
　　　　　　　　②右耳後部に発赤、皹裂…ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護。ゲンタマイシン軟膏　1本処方。
・千葉　光広様～①両足特変なし
　　　　　　　　②臀部　治癒

　　　　　　　　③右前腕に紅斑、紅色丘疹散在、掻痕散在…病名：急性湿疹
　　　　　　　　　デルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示あり。デルモゾールＤＰ軟膏　1本
処方。
・戸賀沢　潔様～特変なし。ヘパリン類似物質油性クリーム　1本処方。
・中村　豊様～両足底（踵）の角化、落屑著明、ウリモックスクリーム　1本処方。
・原　吉郎様～臀部特変なし。デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方。
